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明らかにした｡また,ロジウム錯体で NO と CO とが可逆的に交換できることを見出した0
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状と半環状生成物の比, Pd(ⅠⅠ)-AIC13 によるブタジエンとプロピレンの交互二量化における鎖状 と分岐
生成物の比について,それらの対数と用いたホスフィン配位子により変化した金属カルボニルの赤外吸収
シフトとがよく直線関係をなすことを見出した｡しかもこれらの直線は平行となり,以上の反応の異性体
生成のエネルギー差が配位子の電子効果により同じ割合で変化しているという一般性を見出した｡
以上の如くこの論文は遷移金属触媒によるジオレフィンやひずみオレフィンの新しい二量化や付加反応
を見出しただけでなく,その異性体の生成機構について一般的な法則を見出している.学術上,工業上貢
献するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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